
２０１９.０３.０１ OMC勉強会 アンケート結果

Q2,本日の勉強会の感想を率直にお聞かせ
下さい。

Q1,あなたが所属する施設や機関
に

ついて教えてください。
・企画については皆さんが勉強になったと回答。

・内容については一部、難しかった、という意見があり
ましたが大半の方が分かりやすかったと回答。



・本人の意思決定、想い、そこにどう寄り添うかで最期をどう迎えるか大きく変わると実感した。

・限られた情報の中で事例検討していくことは大切だと思います。

必要な情報を収集すること、それを共有することが重要だと考えます。

・ターミナルで独居生活をされている利用者の看取りはいつも何かできるか、本当にこれでいいのか迷
います。でも係わりをもつ関係者のチーム作りが大切だと思いました。

・ケアマネさんをサポートしつつチームをつくる必要性。ターニングポイント。

・様々な職種の方が治療などの目的以外に、見守り、安否確認をメインで介入している現状があること
を知りました。

・在宅、独居の方は一人の判断で全く違う人生を歩むことになる。判断を誤らないために、日々のチー
ム、関係性づくりは必須であると思う。

・地域で看る、ということの意味を考えさせられた。西先生の思いが聞けてとても良かった。連携の大
切さがわかった。(意思決定のために必要なこと)

・ターニングポイントの選択がグループによって違うのがとても面白かった。どのグループに入るかで
全く違う意見ができるのだな、と実感しました。

・一見、サービスは入っているようには見えるものの、情報共有は十分にされていない可能性があるこ
とを学びました。本人の意思決定が難しい場合でもその人を良く知る、スタッフと情報共有をすれば
Betterが選択できる可能性があることは希望があると思いました。

Q３,本日の勉強会に参加して、どのようなことを学びましたか？



・認知症初期対応チームが川崎にあるのか？

・多症例について検討してみたいと思いました。

・最期をどう亡くなるか、みんなで共有する、していく重要性。また、どう会議をすすめていくかを
もっと知りたい。担当者会議に必ず医師は参加して欲しいが可能なのか？いつも疑問に思う。

・薬局が介入できなかったのは何故か、理由があるのかを知りたいです。

Q4,本日の勉強会の中でもっと聞いてみたかったことはあります？

Q５,その他ご質問、ご不明な点がありましたらお聞かせください。

・自分が関わった事例を出してみたい！


